
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３８日間の夏休みが始まります。みなさんは 今年こそ、いろいろなことにチャレンジ

しようと思っていたはずです。が、まだまだ新型コロナウイルス感染症が心配です。

感染対策や熱中症対策を万全にして有意義な夏休みにしましょう。 

みなさんにとって夏休みは楽しみな３８日間であると思います。一方では、やは

りここで、生活のリズムを整えて、１学期に少し苦手だと思った勉強の復習やそう

いったことをやる時間がたっぷりある期間でもあります。だから、この３８日間をどう過ごすかで、今

度全員が集まる８月２８日の始業式に大きな違いとして出ると思います。 

目標は、それぞれ違っています。部活動や習い事が違えば、苦手科目も違います。それぞれ一人

一人が目標を、しっかり頭にイメージをして夏休みを過ごしてください。 

共通する部分で１つだけ話をします。この夏休み、命を大事にして下さい。今年に入って、川や海

で遊んでいた小・中学生が溺れて命を失っています。 

板櫃中学校の先生たちは、部活動がうまくなってほしいとか、苦手教科を頑張ってほしいとか、早

寝早起きをしてほしいとか、いくつもの願いをもっていますが、それ以前に、みなさんが「自分の命」

を、「周りの人の命」を大切にしてほしいということを願っています。 

命という漢字は、人の中に１つだけある、そして一番下に口と卩があります。「卩」は何と読むか

分かりますか。叩く（たたく）と読みます。みなさんの体の中の１つだけの命が体の中から叩いてい

るのです。「ぼくは生きている、わたしは生きている」と体の中から発信しているのです。それが「命」

なのです。 

この命をなくしてはいけません。粗末にしてはいけません。自分から絶ってはいけません。周りの

人の命を奪ってはいけません。みなさんの命が夏休み中、しっかり生き続け、２学期ひと回り大きく

なった命が揃ってくれることを願っています。 

そのための方法を１つだけ話しておきます。心配事があったら、家族の方、学校の先生に知らせ

て下さい。土日であれば、教育委員会やホットラインに電話をして下さい。夜中でもいいです。学校

に連絡が来るようになっています。「川で溺れている子がいる」「〇〇さんが変な人に声をかけられ

ています」ということや、「LINE で変な画像が出回っている」など､危ないと思ったら、お家の方で

も、先生にでも、知らせて下さい（場合によっては警察に）。命を守る行動を取って下さい。２学期、

みんなが「大切な命」をもち寄って集まれることを願っています。 
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さて、１学期は３年生のために書くことが多かった「学校通信」ですが、今日は、１・

２年生に向けて書きたいと思います（もちろん、３年生にもあてはまります）。 

中学１・２年の夏休みは『規則正しい生活』が最重要です。『計画性』を身に付ける

こと。これは大人になっても大切なことです。中学１・２年の夏休みは中学３年の受験生

ほど「勉強中心」の生活にならなくてもかまわないと思います。しかし、最低限やるべき

こと(学校からの課題)、提出期限を守ることなど、夏休みは目標(テーマ、期日) をもって計画的に

進めてほしいと思います。 

実際、中学１・２年生の夏休みは結構忙しいです。夏休みは、部活動やクラブチームなどに入っ

ている場合、ほぼ毎日練習があり、多くの時間がとられます。また、休みだからと言ってスマホ、ゲー

ム、ネットを夜遅くまで・・・だと、寝る時間、起きる時間、食事の時間など学校があるときとくらべ、

生活のリズムが大きく崩れます。 

疲れや寝不足が原因で勉強する気持ちが小さくなり、ダラダラと時間が過ぎ、登校日前、夏休み

終盤にドタバタ、気が付いたら夏休みが終わり、課題テストは月曜日なのに・・・。こうなるのだけは

避けましょう。 

中学１・２年生が夏休みを過ごす上での最大の目標(テーマ)は、『勉強も遊びもすべてにおいて

計画を立てる!!』そして、その計画を必ず『成し遂げる』ことです。３８日間あれば、何でもできます。

勉強や勉強以外のことも今までと大きく変えることができます。 

今、みなさんの心の中に、夏休みに「変わりたい!!」「もっと成績を上げたい!!」「もっと（部活動

で）上手になりたい」という気持ちがあれば『目標』の７０～８０％は達成したようなものです。しか

し、この「やる気」を出すのがなかなか難しいのです。 

人ははじめから「やる気」があって勉強するものではありません。勉強を続けていく中で次第に

「やる気」が湧いてきて、意識が高まり、目標を見付けることができ、さらに続けていくことができる

のです。動き出す「きっかけ」が必ずあるはずです。その「きっかけ」を見逃さないようにしましょう。  

１日の中で「この時間帯だけは勉強を頑張る」を続けてください。中学１・２年生の夏休みは、勉

強をする習慣を付けること、集中してテキパキと勉強することが大切です。 

１日２時間から３時間を目安に、毎日続けること、勉強をするときは周りの誘惑に負けないように

集中して取り組むことを意識してください。 

まずは時間をとってしっかりと解いてみる、間違えた箇所は「調べる」「練習する」

など『インプット』をする時間をとってください。時間的に余裕がある夏休みだからで

きる勉強です。 
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校長先生は部活動の顧問の時に、「夏の生活」はなるべく８月第１週までに終えるように子ども

たちに言いました。（もちろん、校長先生の点検があります）残りの３週間で、自由研究、感想文な

ど余裕をもって取り組むように言いました。そして、最後の１週間は課題テストのための勉強時間の
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＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

目標・計画をはっきり「実りある夏休み」に！
～気持ちのゆるみから起こる事故・事件に気を付けよう～ 



確保と遊び、体調管理です。当時は１日練習でしたので、子どもたちも大変だったと思いますが、

「宿題忘れ」は毎年０人でした。（当時は８月３１日まで夏休みでした）夏休みは大会や強化練習

会などで市外や県外に出ることも多かったので、とにかく、子どもたちには「余裕をもって」「勉強

に取り組み」「勉強と部活動で力を付ける」ことを意識させました。参考までに。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


